
荒瀬ダム対策検討委員会

第５回ダム撤去工法専門部会

日 時：平成１６年１１月８日（月）

午後１時から

場 所：県庁行政棟新館８階 ８０３会議室

１ 開 会

２ 議 事

（１）土砂流下試験の実施等について

（２）河床変動解析モデルについて

（３）ダム撤去手順（案）について

（４）土砂処理方針について

３ その他

４ 閉 会



資料１ 土砂流下試験の実施等について

資料２ 河床変動解析モデルについて

資料３ ダム撤去手順（案）について

資料４ 土砂処理方針について



議事（１）土砂流下試験の実施等について

球磨川における下流への土砂補給効果や掃流力を確認するため、土砂をダム内に投入及

び下流河川に仮置きし、出水による土砂の流れ方について調査を実施しているが、これま

での実施状況は以下のとおり。

１ 実施計画

表１－１のとおり。

２ 出水の状況

土砂流下試験の対象とした、出水の状況は以下のとおり。

出 水 時 期 荒瀬ダム最大放流量 備 考

平成１６年５月１３日～１９日 １，７００ｍ ／ｓ 土砂の流下状況調査のみ３

平成１６年８月３０日～３１日 ４，８２０ｍ ／ｓ３

平成１６年９月 ６日～ ９日 ４，２９８ｍ ／ｓ３

３ 調査結果

（１）土砂の流下状況

それぞれの出水に伴う土砂の流下状況は、表１－２のとおり。

（２）土砂流下試験の実施結果について

出水中調査及び出水後調査は別紙１－１のとおり。

４ 今後の土砂流下試験の実施計画について

今回の土砂流下試験の実施結果を踏まえ、本年度土砂流下試験を実施するが、その実

施計画（案）は、別紙１－２のとおり。

資料１

表１－１ 実施計画

１ ダム内への投入

（１）投入の実施時期 平成１５年１月～２月

（２）土砂の投入箇所 ダム直上流

３（３）投入土砂量 約９，０００ｍ

２ 下流河川への仮置き

（１）仮置きの実施時期 平成１６年１月～２月

（２）土砂の仮置き箇所 中谷橋下流左岸の洲

３（３）仮置き土砂量 約３，０００ｍ

（４）仮置き形状 長さ１００ｍ×幅３０ｍ×高さ１ｍ

表１－２ 土砂の流下状況

出水時期 ① ５月１３日～１７日 ② ８月３０日～３１日

③ ９月 ６日～ ９日

最大放流量 ① １，７００ｍ ／ｓ ② ４，８２０ｍ ／ｓ３ ３

③ ４，２９８ｍ ／ｓ３

３ ３土 土砂補給量 ８４３ｍ ２，８７４ｍ

３ ３砂 投入箇所堆積量 ３，１９３ｍ ６４１ｍ

３ ３補 土砂収支 ２，３５０ｍ ２，２３３ｍ

調査結果 給 （洗掘・堆積） （堆積） （洗掘）

３ ３土砂流下量 １，６５８ｍ １，１６６ｍ

３ ３流 仮置き箇所堆積量 ２６９ｍ ３０６ｍ

３ ３下 土砂収支 １，３８９ｍ ８６０ｍ

（洗掘・堆積） （洗掘） （洗掘）

（注）１ 「土砂補給」とは、平成１４年度にダム直上流に投入した土砂

（９，０００ｍ ）に係るもの。３

２ 「流下」とは、平成１５年度に中谷橋下流の洲に仮置きした土砂

（３，０００ｍ ）に係るもの。３

－１－



別紙１－１ 土砂流下試験の実施状況について

１ 出水の状況

出 水 時 期 荒瀬ダム最大放流量

平成１６年８月３０日～３１日 ４，８２０ｍ ／ｓ３

平成１６年９月 ６日～ ９日 ４，２９８ｍ ／ｓ３

２ 調査結果

調査時期 調 査 名 調 査 項 目 調 査 方 法 今回調査地点 調 査 実 施 日 調 査 結 果 備 考

既設観測所等の流 平成１６年 今回出水の最大放流量は4,820m /sと 図１－１－１3

流況調査 流況調査 量データを把握す 荒瀬ダム地点 ８月３０日～３１日、 4,298m /sであり、比較的規模の大き 図１－１－２3

る。 ９月 ６日～ ９日 い出水である。

出水中

【濁度】

濁度 試料を橋上から採 中谷橋、中谷川、 平成１６年 仮置き箇所上下流における、各地点

水質調査 ＳＳ（浮遊物質量） 取し分析する。 深水橋、深水川 ８月３０日～３１日、 の水質調査結果に明確な差が無く、 図１－１－３

ＤＯ（溶存酸素量） 【ＳＳ、ＤＯ】 ９月 ６日～ ９日 下流河川への影響は認められない。

坂本橋、深水橋

仮置き土砂の状況 平成１６年 図１－１－４

（写真撮影） １０月 ８日

仮置き土砂の形状 出水前後で横断測量を実施し土砂形

出水後 仮置き土砂の 仮置き形状 を、平面測量・横 仮置き土砂 平成１６年 状を比較した結果、仮置き土砂範囲 図１－１－５

形状測量 （延長、幅、高さ） 断測量により把握 １０月８日～９日 の土砂収支は、８６０m の洗掘とな3

する。 った。

仮置き箇所 出水前後で下流河道の横断測量を実

下流河川の 下流河川の河道状況 河川横断測量 ～遙拝堰 平成１６年 施し河道状況を比較した結果、異常

河道状況 ９月２３日 な堆積・洗掘は見られなかった。

～１０月８日

－２－



別紙１－２ 土砂流下試験の実施計画（案）について

１ 実施計画（案）について

（１）目的

球磨川における土砂の掃流力を確認するため、河川内に土砂を仮置きし洪水によ

る土砂の流れ方を調査する。

（２）実施方法（ 図１－２－２」参照）「

① 仮置きの実施時期

平成１６年度の堆砂除去工事（１月～２月）に合わせて実施する。

② 土砂の仮置き箇所

中谷橋下流左岸の洲を仮置き箇所とする。

③ 仮置き土砂量及び仮置き形状

諸 元 等 平成１６年度 参考（平成１５年度）

３ ３仮置き土砂量 約１０，０００ｍ 約 ３，０００ｍ

仮置き土の長さと幅 １５０ｍ×６０ｍ １００ｍ×３０ｍ

仮置き土の高さ 約１．０ｍ 約１．０ｍ

仮置き土の法面勾配 １：２．０ １：２．０

④ 仮置き土砂

仮置きする土砂は、堆砂除去工事で掘削した土砂を用いる。

（３）調査内容

調査内容は、以下のとおり。

① 出水前調査 ・・・ 仮置き土砂の形状・下流河川形状及び周辺河川環境の

把握等

② 出水中調査 ・・・ 出水中の水質調査

③ 出水後調査 ・・・ 出水後の仮置き土砂の形状・下流河川形状及び周辺河

川環境の把握等

図１－２－１ 土砂流下試験位置図

－３－

遥拝堰

荒瀬ダム

 平成16年度堆砂除去工事
　　①　除去箇所
　　　・与奈久地区
　　②　除去量

　　　・約10,000ｍ３

  土砂流下試験
　　①　仮置き箇所
　　　・中谷橋下流左岸の洲
　　②　仮置き土砂量

　　　・約10,000ｍ３

kumamoto
スタンプ



－４－
図１－１－２　過去の年別最大放流量と今回出水時流量

図１－１－１　　荒瀬ダム放流量

荒瀬ダム総放流量（平成１６年８月３０～３１日・平成１６年９月６日～８日）
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－５－図１－１－３　水質調査結果

荒瀬ダム

土砂仮置箇所

中谷橋

中谷川

深水川

深水橋

坂本橋

　出水中水質調査

　１　調査結果

　（１）濁度
　　　　濁度は、中谷橋地点と深水橋地点で差は小さかった。洪水
　　　ピーク直後に、本川（中谷橋地点と深水橋地点）の濁度のピ
　　　ークが現れた。

　（２）ＳＳ【浮遊物質量】
　　　　一時的に深水橋地点の値が高くなった他は、上流及び下流
　　　　に大きな差はない。

　（３）ＤＯ【溶存酸素量】
　　　　仮置き土砂の上下流でDO濃度にほとんど差はなく、10mg/L
　　　　前後の値で推移した。

調 査 地 点 位 置 図

洪水中水質調査結果　　【ＤＯ】
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洪水中水質調査結果　　【ＳＳ】
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土砂収支量

測点 距離 断面 平均 立積 断面 平均 立積
【５月出水】
ＮＯ．０ 14.45 4.46
ＮＯ．１ 20.0 11.51 12.98 259.6 3.75 4.10 82.0
ＮＯ．２ 20.0 8.60 10.05 201.0 5.42 4.58 91.6
ＮＯ．３ 20.0 16.27 12.43 248.6 1.89 3.65 73.0
ＮＯ．４ 20.0 22.72 19.49 389.8 0.17 1.03 20.6
ＮＯ．５ 20.0 33.19 27.95 559.0 0 0.08 1.6

小計 1,658.0 268.8
　　５月出水土砂収支 1,658.0 - 268.8 = 1,389.2

（洗掘）
【８・９月出水】
ＮＯ．０ 16.38 2.01
ＮＯ．１ 20.0 14.47 15.42 308.4 5.64 3.82 76.4
ＮＯ．２ 20.0 12.61 13.54 270.8 5.21 5.42 108.4
ＮＯ．３ 20.0 13.99 13.30 266.0 2.60 3.90 78.0
ＮＯ．４ 20.0 6.69 10.34 206.8 0.79 1.69 33.8
ＮＯ．５ 20.0 4.71 5.70 114.0 0.11 0.45 9.0

小計 1,166.0 305.6
　　８・９月出水土砂収支 1,166.0 - 305.6 = 860.4

（洗掘）
５月出水土砂収支 1,658.0 - 268.8 = 1,389.2
８・９月出水土砂収支 1,167.0 - 305.0 = 862.0
合計 2,825.0 - 573.8 = 2,251.2

（洗掘）

－７－

洗掘量（ｍ３） 堆積量（ｍ３）

図１－１－５　仮置き土砂の形状測量結果
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掘削箇所 仮置き箇所

図１－２－２　掘削及び仮置き箇所概要図

平面図及び材料

横断図

平面図及び材料

横断図

　堆砂除去予定箇所
　　坂本村与奈久地区
　　　L=130.0m
　　　w= 50.0m          V≒10,000m3
   　 h=   1.5m

除去範囲

Ｂ８（与奈久地点）　粒度分布
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　土砂流下試験仮置き予定箇所
　　坂本村下代瀬
　　L=150.0m
　　w= 60.0m          V≒10,000m3
    h=   1.０m

平成１５年度投入箇所　粒度分布（９月出水後）
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議事（２）河床変動解析モデルについて 
 

 

河川環境に配慮した最適なダム撤去工法を選定するためには、出水によるダム内や

下流河川の変化（河床高、河床材料、水位及び水量）を予測し、その変化に伴う影響

を検討する必要がある。その前提として、数値計算法による河床変動解析モデルを構

築することとしている。 

現在の取り組み状況は、以下のとおり。 

 

１ 河床変動解析の位置づけ 

 

  図２－１のとおり。 

 

２ 河床変動解析モデルの構築 

 

資料２－１のとおり。 

 

 

３  今後の検討 

今後、検証作業を経て、河床変動解析モデルを構築し、ダム内や下流河川の変化予測

について検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

 

 

 

河床変動解析土砂処理方法

自然流下及び除去する
土砂の処理方法

ダム撤去までに除去
すべき土砂の処理方法

 

ダム撤去工法

ダム内堆積土砂
の現況把握

土砂処理方針策定 ダム撤去計画策定
（撤去工法概略設計成果）

撤去工法に係る
 留意事項の整理

 

環境、効率性及び
経済性の検討

環境、効率性及び経済性の検討

堆砂処理の整理

　撤去手順の
特徴まとめ

除去する
土砂の検討

除去する
土砂の検討

河床変動解析モデルの構築

 

解析モデルの検証

河床変動解析による予測

 ・予測モデルの作成
 ・河床変動予測の条件設定
 ・河床変動予測計算

撤去手順
（仮設計画含む）
 の検討

解析モデルの設定条件

現況河床の実態整理

解析モデルの作成

 

図２－１ 河床変動解析の位置づけ 
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資料２－１ 河床変動解析モデルの構築 
 

 

河床変動解析モデルは、以下の項目について検討、整理を行い、構築することとする。 

そのフローは、図２－２のとおり。 

 

１ 現況河床の実態整理（「資料２－２」参照） 

遙拝堰から瀬戸石ダム上流までの現況河床について整理を行う。 

（１）河床状況の経年変化 

 

（２）現況河床材料の粒度分布 

 

（３）河道の掘削浚渫量 

 

２ 河床変動解析モデルの設定条件（「資料２－３」参照） 

 河床変動解析モデルの設定条件について、整理を行う。 

（１）初期条件など 

① 河川流量 

② 河道形状 

③ 掘削浚渫量 

④ 河床材料の粒度分布 

 

（２）河床変動解析の手法 

砂及び礫の移動モデルとして、掃流砂及び浮遊砂の移動形態を捉える流砂量式を採

用した。 

 

（３）境界条件 

① 解析モデル化の境界地点 

② 本川・支川の境界上流からの供給土砂量 

③ 本川・支川の境界上流からの供給土砂の粒度分布 

 

 

 

 

 

予測条件

  （１） 河床状況の経年変化  ・予測対象区間

  （２） 河床材料の粒度分布  ・予測期間

  （３） 河道の掘削浚渫量  ・設定流量

予測項目

 ・河床高の変化

 ・河床材料の変化

 ・流況の変化

ダム撤去手順

 ・撤去部所

 ・撤去規模

 ・撤去工程
 ・仮設計画

２　解析モデルの設定条件

（１） 初期条件など

　①河川流量

　③河床材料の
　　　粒度分布

河床変動解析モデルの構築

１　現況河床の実態整理

　②河道形状

　③掘削浚渫量

（３） 境界条件

 ① 解析モデル化の境界地点

 ② 本川・支川の境界上流からの
　　 供給土砂量

 ③ 本川・支川の境界上流
　　 からの供給土砂の粒度分布

河床変動予測

（２）
河
床
変
動
解
析
の
手
法

解
析
モ
デ
ル
の
検
証

解析モデル

 

 

 

 

 

図２－２ 河床変動解析モデルの構築フロー 
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資料２－２ 現況河床の実態整理 
 

 

球磨川の現況河床の状況は、以下のとおり。 

 

（１）河床状況の経年変化（「別紙２－１」参照） 

遙拝堰から瀬戸石ダム上流までの河床高について、ダム建設当時から現在までの河

床高の経年的変化は、以下のとおり。 

① 遥拝堰～荒瀬ダム区間      ：河床低下傾向 

② 荒瀬ダム～荒瀬ダム上流５ｋｍ区間：河床上昇傾向。 

特にダム上流１ｋｍ区間の河床上昇は 

著しい。 

③ 瀬戸石ダム上流         ：瀬戸石ダム上流６ｋｍ区間は、河床上昇傾向。 

 

（２）現況河床材料の粒度分布（「別紙２－２」参照） 

遙拝堰から瀬戸石ダム上流までの現況河床材料について整理を行った。 

 

（３）河道の掘削浚渫量 

昭和４６年から平成１５年までの掘削浚渫量は、以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘削浚渫量（千ｍ３） 

区 間 
昭和４６年～平成１５年 昭和５７年～平成１５年 

遙拝堰～荒瀬ダム   ５７０   ４８０ 

荒瀬ダム～瀬戸石ダム   ４５０   １９０ 

瀬戸石ダム～上流１１ｋｍ地点   ２４０   １９０ 

 計 １，２６０   計 ８６０ 

表２－１ 河道の掘削浚渫量 

図２－３ 掘削浚渫量（時期及び場所） 
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資料２－３ 解析モデルの設定条件 

 

検証モデルの設定条件の概要は、以下のとおり。 

 

・荒瀬ダム
実測流入量

・瀬戸石ダム
実測流入量

・横石基準点
実測流入量

・荒瀬ダム
実測流入量

・瀬戸石ダム
実測流入量

昭和３０年河道 昭和３０年河道 昭和５７年河道 昭和５７年河道 昭和５７年河道
・荒瀬ダム建設
着手当時測量

・瀬戸石ダム建設着手当時測量 ・昭和５６年度測量 ・昭和５６年度測量 ・昭和５６年度測量

平成１５年河道 平成１５年河道 平成１５年河道 平成１５年河道 平成１５年河道

・平成15年度測量 ・平成15年度測量 ・平成１５年度測量 ・平成１５年度測量 ・平成１５年度測量

昭和４６年～平成１５年 昭和４６年～平成１５年 昭和５７年～平成１５年 昭和５７年～平成１５年 昭和５７年～平成１５年

・掘削浚渫量約450千ｍ3 ・掘削浚渫量約240千ｍ3 ・掘削浚渫量約480千ｍ3 ・掘削浚渫量約190千ｍ3 ・掘削浚渫量約190千ｍ3

④ 河床材料の粒度分布

ここに 昭和３０年河床 昭和３０年河床 昭和５７年河床 昭和５７年河床 昭和５７年河床
H14調査；
平成14年度国土交通省実施
        河床材料調査

・H14調査とH15調査を
踏まえ設定

・H14調査より想定 ・平成１５年河床と同じと想定 ・平成１５年河床と同じと想定 ・平成１５年河床と同じと想定

平成１５年河床 平成１５年河床 平成１５年河床 平成１５年河床 平成１５年河床

・H14調査とH15調査を
踏まえ設定

・H14調査 ・H14調査
・H14調査とH15調査を
踏まえ設定

・H14調査

(2) 河床変動解析の手法

　　・流れの運動方程式
　　・流れの連続式
　　・掃流砂量式
　　・浮遊砂量式
　　・流砂の連続式

　　・河床材料の連続式

① 解析モデル化の境界点

② 本川・支川の境界上流から
    の供給土砂量

本川上流端からの
流入土砂量

本川上流端から
の流入土砂量

③ 本川・支川の境界上流
    からの供給土砂の粒度分布

・詳細は、
「別紙２－４のとおり」

；平野の式

支川からの流入土砂量

・安定河道と想定
した時の流砂量

・安定河道と想定
した時の流砂量

・上流端からの流入土砂量を流域面積比で按分・上流端からの流入土砂量を流域面積比で按分

１次元河床変動解析の基礎式

；芦田・道上の式   砂及びれきの移動モデルとして掃流砂、
  浮遊砂の移動形態を捉える；芦田・道上の式

瀬戸石ダム
上流11km地点荒瀬ダム 瀬戸石ダム

19/910 39/860 19/910
遥拝堰
9/000

遙拝堰～荒瀬ダム～瀬戸石ダム上流１１ｋｍ地点

昭和５７年～平成１５年

28/860 39/860

荒瀬ダム～瀬戸石ダム上流１１ｋｍ地点

昭和３０年～平成１５年

瀬戸石ダム
28/860

瀬戸石ダム
上流11km地点荒瀬ダム

■■

検証区間

検証期間

概念図

(3)
境
界
条
件

① 河川流量

② 河道形状

③ 掘削浚渫量

(1)
初
期
条
件
な
ど

H15調査；
平成15年度熊本県企業局実施
　      河床材料調査

・詳細は、
「別紙２－３のとおり」

支川からの流入土砂量

  

Ｖi;平均流速（一律）

侵食量

固定床(基盤）

粒度分布は
平面的に一律 堆積量元河床

表２－２ 解析モデルの設定条件の概要
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別紙２－１ 河床状況の経年変化 

 

拝堰から瀬戸石ダム上流 11km 区間(9k000～39k860)の平均河床高の経年変化は、以下のとおり。 
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図２－４ 遙拝堰から瀬戸石ダム上流 11km 区間（9k000～39k860）の平均河床高の経年変化図 
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区間① 区間② 区間③

遙拝堰 荒瀬ダム 瀬戸石ダム
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別紙２－２ 現況河床材料の粒度分布 
 

遥拝堰から瀬戸石ダム上流の現況河床材料の粒度分布は、以下のとおり。 

 

 

（１）遙拝堰～荒瀬ダム区間（区間①） 

河床材料の粒度分布は、各測点毎で左岸・中央部・右岸の表層部の粒度分布試験結

果の平均値を採用した。 

 

（２）瀬戸石ダム～上流 11km 区間（区間③） 

河床材料の粒度分布は、各測点毎で左岸・中央部・右岸の表層部の粒度分布試験結

果の平均値を採用した。 

（３）荒瀬ダム～瀬戸石ダム区間（区間②） 

平成１５年度のボーリング及びトレンチ調査等により、各測点毎にダム建設当時か

ら現在まで堆積した現況河床堆積物（シルト・砂・礫）を把握している。 

これを用いて、各測点毎、現況河床堆積物の混合粒径として、以下の方法で粒度分

布を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況河床堆積物 礫
砂

シルト

図２－５ 区間①及び③の現況粒度分布の捉え方（１９ｋ９１０と２８ｋ８６０の参考例） 

①シルト、砂、礫の分類で面積算定 

②シルト、砂、礫それぞれについて、粒度分布試験結果 

の整理（平均） 

③シルト、砂、礫それぞれの粒径階層にあたる粒度を① 

の算定面積で加重平均 

図２－６ 区間②の現況粒度分布の捉え方（２０ｋ５３０の参考例）

④シルト、砂、礫の混合粒径の粒度分布 

混合粒径 
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位置 代表粒径 備考
dm(mm)

9k000 11
10k000 21
11k000 32
12k000 33
13k000 42
14k000 59
15k000 78
16k000 114
17k000 65
18k000 66
19k000 20

右岸・中央・左岸の
表層部粒径の平均

代表粒径 代表粒径 備考
dm(mm) dm(mm)

19k910 36 22k410 27
19k980 35 22k660 27
20ｋ080 33 22k910 27
20ｋ160 34 23k160 27
20ｋ230 35 23k410 27
20ｋ300 20 23k660 26
20ｋ410 10 23k910 13
20ｋ530 13 24ｋ160 21
20ｋ660 16 24ｋ410 9
20ｋ790 12 24ｋ660 99
20ｋ910 24 24ｋ910 24
21k060 23 25ｋ160 99
21k160 20 25k310 17
21k410 20 25k410 24
21k660 26 25k910 24
21k910 26 26k410 24
22k160 43 26k910 24
22ｋ290 34 27k410 137

27k910 24
28k410 24

距離標

荒瀬ダム
～佐瀬野 与奈久の砂浜上流

～鎌瀬の鉄橋

現況河床堆積物は、
20k000～28k000の左
岸・中央・右岸の表層
部粒径及びボーリン
グ・トレンチ調査等の
深層部粒径との混合
粒径

佐瀬野

鎌瀬の鉄橋
～鎌瀬橋

葉木橋
～与奈久の砂浜

鎌瀬橋
～瀬戸石ダム与奈久

の砂浜

区間名 距離標 区間名
位置 代表粒径 備考
dm(mm)

28k860 38 流心の表層部
29k000 7 右岸・中央・左岸の表層部粒径の平均
29k360 2
29k860 0.4
30k000 9 右岸・中央・左岸の表層部粒径の平均
30k360 0.4
30k860 6
31k000 8 右岸・中央・左岸の表層部粒径の平均
31k360 25
31k860 3
32k000 14 右岸・中央・左岸の表層部粒径の平均
32k360 5
32k860 12
33k000 10 右岸・中央・左岸の表層部粒径の平均
33k360 20
33k860 7
34k000 85 右岸・中央・左岸の表層部粒径の平均
34k360 25
34k860 21
35k000 20 右岸・中央・左岸の表層部粒径の平均
35k360 27
36k000 138
37k000 14
38k000 13

流心の表層部

流心の表層部

流心部表層

流心の表層部

流心の表層部

流心の表層部

流心の表層部

右岸左岸 中央部 流心部

 

（４）現況河床材料の特徴 
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・ 荒瀬ダム下流河道は、遙拝堰直上部で細粒土砂（シ

ルト・砂）が多く堆積。 

・ 概ね礫主体の河道。 

・ 荒瀬ダム堆砂域は、佐瀬野地区で細粒土砂（シルト・砂）の堆積が顕著。 

・ 佐瀬野上流は、与奈久の砂浜及び鎌瀬の鉄橋付近に砂礫が堆積。概ね礫主体の河道。
・ 瀬戸石ダム上流は、ダム上流２ｋｍ区間で細粒土砂（シルト・

砂）の堆積が顕著。 

・ ダム上流２～５ｋｍ区間は砂礫主体の河道であり、さらに上

流は礫主体の河道。 
図２－７ 現況河床材料の特徴

河床変動量約-960 千 m3 

(昭和 57 年～平成 15 年) 

河床変動量約 730 千 m3 

(昭和 30 年～平成 15 年) 

河床変動量約 600 千 m3 

(昭和 33 年～平成 15 年) 



別紙２－３　球磨川の本川における河床材料の粒度分布

設定区間の特徴 設定区間の特徴 設定区間の特徴 設定区間の特徴

9k000
区間
ａ
9k000～9k400

・9k400上流は河道が狭く深
掘れ。
・下流河道と形状が異なる。

10k000
11k000
12k000
13k000
14k000
15k000
16k000
17k000
18k000

19k000

19k910 19k910 19k910 19k910
19k980 19k980 19k980 19k980
20k000 20k000 20k000 20k000
20k080 20k080 20k080 20k080
20k160 20k160 20k160 20k160
20k230 20k230 20k230 20k230
20k300 20k300 20k300 20k300
20k410 20k410 20k410 20k410
20k530 20k530 20k530 20k530
20k660 20k660 20k660 20k660
20k790 20k790 20k790 20k790
20k910 20k910 20k910 20k910
21k000 21k000 21k000 21k000
21k060 21k060 21k060 21k060
21k160 21k160 21k160 21k160
21k410 21k410 21k410 21k410
21k660 21k660 21k660 21k660
21k910 21k910 21k910 21k910
22k000 22k000 22k000 22k000
22k160 22k160 22k160 22k160
22k290 22k290 22k290 22k290
22k410 22k410 22k410 22k410
22k660 22k660 22k660 22k660
22k910 22k910 22k910 22k910
23k000 23k000 23k000 23k000
23k160 23k160 23k160 23k160
23k410 23k410 23k410 23k410
23k660 23k660 23k660 23k660
23k910 23k910 23k910 23k910
24k000 24k000 24k000 24k000
24k160 24k160 24k160 24k160
24k410 24k410 24k410 24k410
24k660 24k660 24k660 24k660
24k910 24k910 24k910 24k910
25k000 25k000 25k000 25k000
25k160 25k160 25k160 25k160
25k310 25k310 25k310 25k310
25k410 25k410 25k410 25k410
25k910 25k910 25k910 25k910
26k000 26k000 26k000 26k000
26k410 26k410 26k410 26k410
26k910 26k910 26k910 26k910
27k000 27k000 27k000 27k000
27k410 27k410 27k410 27k410
27k910 27k910 27k910 27k910
28k000 28k000 28k000 28k000
28k410 28k410 28k410 28k410
28k860
29k000
29k360
29k860
30k000
30k360
30k860
31k000
31k360
31k860
32k000
32k860
33k000
33k860
34k000
34k860
35k000
36k000
37k000

38k000

      検証計算の初期値及び検証値として、河床材料の粒度分布を以下のように設定した。

表２－３　解析モデルの粒度分布の設定

区
間

（ケース１）昭和３０年～平成１５年の検証（荒瀬ダム～瀬戸石ダム上流１１ｋｍ）

平成１５年河床材料（検証値）

粒度分布の設定
区間及び設定方法

粒度分布の設定
区間及び設定方法

昭和５７年河床材料（初期値）
区間
調査位置

瀬
戸
石
ダ
ム
上
流

荒
瀬
ダ
ム
堆
砂
域

荒
瀬
ダ
ム
下
流
河
道

区間
ｂ

区間
ｃ

34k860～
39k860
の平均粒度

28k860～
31k360
の平均粒度

区間
ａ－ｃ

区間
ｄ－ｅ

区間
ａ－１

区間
ａ－２

区間
ｂ

区間
ｃ

・河道は単調な直線が
大部分
・礫が主体
・下流河道より河床勾
配が緩く、堆積量も少な
い

区間
ｆ

区間
ｃ

・河道は単調な直線
・主にシルト・砂が堆積
・堆積量は少量

区間
ｂ

31k360～
34k860
の平均粒度

・河道は緩やかに湾曲
・砂礫が主体
・支川からの土砂の生
産が活発であり、堆積
量も多い

・河道は単調な直線
・主にシルト・砂が堆積
・堆積量は少量

区間
ｂ

区間
ｃ

区間
ｃ

31k360～
34k860
の平均粒度

・河道は緩やかに湾曲
・砂礫が主体
・支川からの土砂の生産が
活発であり、堆積量も多い

34k860～
39k860
の平均粒度

・河道は単調な直線が大部
分
・礫が主体
・下流河道より河床勾配が緩
く、堆積量も少ない

区間
ｅ

区間
ｆ

34k860～
39k860
の平均粒度

・昭和57年から現在ま
で河道は侵食傾向

・13k400上流は河道が狭くな
る
・下流河道と形状が異なる。

荒
瀬
ダ
ム
堆
砂
域

9k400～19k910
の平均粒度
（現況河床材料
より想定）

荒
瀬
ダ
ム
下
流
河
道

17k600～
19k910
の平均粒度

瀬
戸
石
ダ
ム
上
流

現況粒度分布

13k400～
17k600
の平均粒度

昭和３０年河床材料（初期値）

28k860～
31k360
の平均粒度

区間
ａ

区間
ｆ

区間
ｄ

区間
ｅ

31k360～
34k860
の平均粒度

昭和３０年河床材料（初期値）

平成１５年河床材料（検証値）

・元河床の礫は、径1
～10cm程度と推定。

元河床の礫は、径10
～30cm程度と推定。

・17k600上流は縦断勾配が
緩い。

9k400～
13k400
の平均粒度

・13k400上流は河道が狭くな
る
・下流河道と形状が異なる。

28k860～
31k360
の平均粒度

昭和５７年河床材料（初期値）

元河床は、礫径55cm
程度の大礫・巨礫が
分布していたと推定。

37k000及び38k000地
点は、瀬戸石ダム湛
水区間の上流端付近
であり、縦断形状より
河床変動も小さい。

19k910～
22k410の特徴
を踏まえ、代表
的な粒度分布
を抽出

22k410～
25k410の特徴
を踏まえ代表
的な粒度分布
を抽出

25k410～
28k860の特徴
を踏まえ代表
的な粒度分布
を抽出

・河道は単調な直線
・主にシルト・砂が堆積
・堆積量は少量

・河道は緩やかに湾曲
・砂礫が主体
・支川からの土砂の生産
が活発であり、堆積量も
多い

・河道は単調な直線が大
部分
・礫が主体
・下流河道より河床勾配
が緩く、堆積量も少ない

（ケース２）昭和５７年～平成１５年の検証

（ケース１）昭和３０年～平成１５年の検証

平成１５年河床材料（検証値）

粒度分布の設定
区間及び設定方法

（ケース２）昭和５７年～平成１５年の検証（遙拝堰～瀬戸石ダム上流１１ｋｍ）

平成１５年河床材料（検証値）

区間
ａ－１

粒度分布の設定
区間及び設定方法

区間
ａ－１

28k860～39k860の
特徴を踏まえ37k000
及び38k000地点の平
均粒度を想定

区間
ｂ

区間
ｃ

区間
ｄ

区間
ｄ

区間
ａ

区間
ｂ

区間
ａ－２

区間
ｅ

区間
ｆ

区間
ａ

区間
ａ－２

区間
ｂ

区間
ｃ

区間
ｄ

解析
モデルの
粒度分布
設定の
考え方

現況河床の粒度分布（荒瀬ダム下流河道）
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現況河床の粒度分布（瀬戸石ダム上流）
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昭和57年度河床の粒度分布（荒瀬ダム下流河道）
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現況河床の粒度分布（荒瀬ダム堆砂域、例えば佐瀬野（a-2））
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別紙２－４ 解析モデル区間より上流域からの流入土砂 

 

（１）解析モデル化の境界地点（「図２－８」参照）。

① 本川 

河床変動高及び河床材料が、概ね変化していない瀬戸石ダム上流１１ｋｍ地点(３９k８６

０)を境界とした。 

 

② 支川 

流域面積の小さな支川・支渓を統合して２０支川考慮した。 

支川の解析モデル化の境界地点として、本川合流点とし、支川のモデル化は行っていない。 

 

 

（２）本川・支川の境界上流からの供給土砂量 

  ① 本川 

・ 供給土砂量は、境界地点より上流河道の流砂能力で設定。表２－４のとおり。 

・ 河川流量は、荒瀬ダム地点の実測流入量を上流端地点の流域面積で換算したもの用いる 

・ 川幅は、矩形で境界付近の平均断面幅１０８ｍ。 

・ 河床勾配は、境界付近の平均河床勾配１／８１０。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定項目 内  容 

粗度係数 ０．０４を採用 

流入土砂量の計算方法 図２－９、図２－１０を参照 

 

  

i 

計算対象河道 流入土砂河道 

Ｂ 

瀬戸石ダム 

39k860 

（11km 上流地点） 

(B=108m) 

(i=1/810) 

図２－８ 解析モデル化の概念図 図２－１０ 流入土砂量の計算フロ

表２－４ 本川境界地点上流からの供給土砂量の算定 

図２－９ 本川境界地点の流入河道の概念図 

開始

Ｑ

ｈ：等流水深
（マニングの等流式）

ｕ＊：有効摩擦速度

ｑＢ：掃流砂量の計算

（芦田・道上式）

ｑｓ：浮遊砂量の計算

（芦田・道上式）

Ｑｉｎ＝ｑＢ＋ｑｓ Ｑｉｎ：流入土砂量

Ｑ：流入土砂地点の流量

終了



議事（３）ダム撤去手順（案）について

ダム撤去手順は 河川環境に配慮した最適なダム撤去工法を選定する前提として ダム撤去、 、

に伴う堆積土砂の流下による河床変動解析と密接不可分の関係にある。

なお、ダム撤去手順（案）設定の位置づけは、図３－１のとおり。

１ ダム撤去手順（案）設定の前提条件

ダム撤去手順（案）設定に当たっての前提条件は、資料３－１のとおり。

２ ダム撤去手順（案）の設定

（１）設定の考え方

ダム撤去手順（案）設定の考え方は、資料３－２のとおり。

（２）ダム撤去手順（案）の検討

ダム撤去手順（案）の概念図、撤去工法及び施工性は、資料３－３のとおり。

３ 今後の検討

ダム撤去手順（案）について、そのケース毎の河床変動解析による土砂の流下予測や施工

性や経済性等について比較検討し、各（案）の評価及び見直しを行い、最も適切なダム撤去

手順を取りまとめる。

資料３

図３－１ ダム撤去手順（案）設定の位置づけ

－１－

河床変動解析

土砂処理方法

自然流下及び除去
する土砂の処理方法

ダム撤去までに除去
すべき土砂の処理方法

 

ダム撤去工法

ダム内堆積土砂の現況把握

土砂処理方針策定 ダム撤去計画策定
（撤去工法概略設計成果）

撤去工法に係る留意事項の整理

河床変動解析モデル
の構築（再現）

 

河床変動解析
による予測

撤去手順（仮設計画含む）の検討

撤去手順（案）の設定

撤去手順の評価及び見直し

施
工
性

環境、効率性及び
経済性の検討

環境、効率性及び経済性の検討

堆砂処理の整理

土砂流下予測

　撤去手順の特徴まとめ

除去する土砂
の検討

除去する土砂
の検討

経
済
性



資料３－１ ダム撤去手順(案)設定の前提条件

１ 施工可能期間及び施工可能日数等

（１）施工可能期間

・過去１０年間の荒瀬ダム地点の河川流況（図３－２）に基づき、１１月

～５月を施工可能期間と設定する。

・なお、この期間内においても、アユの生態に十分に配慮した施工方法等

を講じる。

（２）施工可能日数

・休日や休工日等から、月施工可能日数を１９日／月とする （表３－１。

参照）

（３）作業時間

・騒音規制法上の規制に基づき７時～１９時とする （表３－２参照）。

・ただし、周辺環境に配慮し、施工は原則として昼間作業とし、実働７時

間とする。

( )図３－２ 河川流況 荒瀬ダム地点：平成６年～１５年
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出水期（6月～10月）

表３－１ 施工可能日数（荒瀬ダム地点日雨量実績：平成６年～１５年平均）

※ 非出水期間の平均：１３３日／７ヶ月＝１９．０日／月

－２－

（坂本村）表３－２ 騒 音 規 制

作 業 時 刻 ７：００～１９：００

作 業 時 間 １０時間以内／日

作 業 期 間 連続６日以内（日・祭日休業）

dB騒音の規制値 ８５＊）

※）騒音規制法に基づく特定建設作業に係る規制

項　　　目 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

① 実 日 数 31.0 28.2 31.0 30.0 31.0 30.0 31.0 31.0 30.0 31.0 30.0 31.0 365.2

② 休 日 11.9 8.9 10.0 9.3 10.8 8.8 9.4 11.4 10.3 9.6 10.5 11.7 122.6

③ 休工日(30mm/日
　 以上の日数)

0.4 0.3 1.0 1.6 1.8 4.9 4.1 2.1 1.8 0.9 1.0 0.7 20.6

④ 不 稼 働 日
（ ② + ③ ）

12.3 9.2 11.0 10.9 12.6 13.7 13.5 13.5 12.1 10.5 11.5 12.4 143.2

⑤ 稼 働 日 数
（ ① - ④ ）

18.7 19.0 20.0 19.1 18.4 16.3 17.5 17.5 17.9 20.5 18.5 18.6 222.0

施 工 可 能 日 数 19 19 20 19 18 16 18 18 18 21 19 19 224

施  工  期  間 対象期間 出水期間 対象期間



２ 水中施工中の対象流量

(12 3 3 ) 200m /s ( 60m /s)・最小期間 月下旬～ 月上旬： ヶ月 ……対象流量191≒ 平水時流量：3 3

(12 4 5 ) 370m /s ( 60m /s)・最大期間 月 ～ 月 ： ヶ月 ……対象流量366≒ 平水時流量：3 3

( )表３－３ 月別最大流量 日最大流量データ

( )表３－４ 月別最大流量 日平均流量データ

３ 撤去工法

撤去工法は、次表に示す主要４工法と補助２工法を選定。

（単位：m3/s）

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半
(S30-H15)

H15
H14
H13
H12
H11

464 457 366 156 147 147 142 152 191 319 225 337 484 629
527

395
629
108
501

146

337
219
120
149

151

319
141
144
154

152

132
136
142
142

157

129
138
147
147
144

149
366
149
156

既往最大

5年最大

各
年
デ
｜
タ

464
128
139
457
152

1,102 2,509 1,657534 366 207 631

11月 12月 3月
　 備　　考

5月1月 2月 4月

152 319 337464 366 147 (H11-H15)629

（単位：m3/s）
備　　考

H15
H14
H13
H12
H11

(H11-H15)

42 37 31
36 26 20 20 41 49 37

51 55 91
46 36 34 67 56 32 28

59各
年
デ
｜
タ

42
39 3154

59 35 25 29

1月 5月

31.6 54.2

4月

42.8 36.8 41.2 56.6

11月 12月 2月
33 40

5年平均

31

53.8

3月
93 96 84

2
注 ダムサイト 流域面積： ㎞) 1,721.1

2
注 ダムサイト 流域面積： ㎞) 1,721.1
平水時流量とは発注頻度 ％流量を意味する。50

表３－５ ダム撤去工法（主要工法）

掘削・解体工法
項 目

発 破 大型ブレーカ

概 念 図

堤体に削岩機等で削孔し、火薬を挿入し 油圧ショベルにアタッチメントとして
て爆破する。爆破の後は、コンクリート塊 大型ブレーカを取り付け、油圧を用いた工法の概要
を大型ブレーカ等で小割する必要がある。 打撃で堤体コンクリートを破砕する。

割岩工法
項 目

静的破砕剤 油圧くさび

概 念 図

コンクリートに削孔し、孔内に生石灰系 コンクリートに削孔し、孔内に油圧シ
膨張物質を充填して、その水和反応に伴う ョベルに取り付けたくさびを挿入して、工法の概要
膨張圧でコンクリートを破砕する。膨張圧 油圧で側方に押し広げコンクリートを破
が比較的小さい。一般に亀裂発生後、ピッ 砕する。一般に亀裂発生後、ピック，ブ
ク，ブレーカ等による二次破砕が必要であ レーカ等による二次破砕が必要である。
る。

( )表３―６ ダ ム 撤 去 工 法 補助工法

掘削・解体工法
項 目

ガス、蒸気圧破砕 ワイヤーソー

概 念 図

コンクリートに削孔し、孔内に薬剤（カ ダイヤモンドワイヤーソーを連続的に
プセル）を挿入し、その化学反応で発生 回転させることで、コンクリート面を切工法の概要
する蒸気圧、ガス圧で破砕する。一般に亀 削し、切断する。コンクリートをブロッ
裂発生後、ピックやブレーカ等による二次 ク状に切り出すため、ピックやブレーカ
破砕が必要である。 等による二次破砕が必要である。

－３－



資料３－２　ダム撤去手順（案）設定の考え方

５ ダム撤去手順（案）

－４－

右　岸　配　置

右岸スリット
(半川仮締切：ﾋﾟｱ
先行撤去)案

左岸スリット
(半川仮締切)案

下　流　進　入　路　よ　り　搬　出

　下流進入路を利用する。

貯水位を低下させる（半川仮締切方式）

左岸放流口施工

　・　制御発破によりピ
　　ア、越流部の順に
　　撤去する。

・　スリットの施工は振
　　動等を与えない
　　工法とする。
・　ピア等の撤去は制
　　御発破により行う。

左岸スリット施工

右岸スリット
(半川仮締切)案

ケース ３

　右岸側(スリット)施工前に
左岸側越流部に放流口を施工
する。

　左岸スリットは渇
水期の短期間で施工
する。

図３－３　施工方法検討における検討ケースの選定フロー

３ コンクリート殻の
  処理

ケース ２ケース １

ピア撤去後に越流部撤去スリット施工後にピア撤去

 ４  工程

ケース ５ケース ４

全体スライス
(鋼製仮締切)案

右岸スリット
(鋼製仮締切)案

越流部撤去後にピア撤去

　・　越流部（スリット）の施工は堤体に振動等を
　　与えない工法とする。
　・　ピア等の撤去は制御発破により行う。

備　　　　　　　　考

ス ラ イ ス 状 撤 去

越流部を全体を上方から均等に(スライス
状)に撤去する。

　撤去ブロックの上流に鋼製仮締切(ゲート
状)を設置。

コンクリートは、管理橋上に配置した移動
式クレーンにより搬出。

管　理　橋　よ　り　搬　出

設　定　条　件 設　定　フ　ロ　ー

貯水位を低下させない（鋼製仮締切方式）

１ ダム撤去方法

２ 貯水の処理

ス リ ッ ト 状 撤 去

　越流部をスリット状に撤去する。

左　岸　配　置

　直上流に堆砂が多
い左岸側にスリット
を配置

　みお筋である右岸側にス
リットを配置
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10

(スライス状撤去)

(スリット状撤去(右岸）)
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(スリット施工後にピア撤去)

(ピア撤去後に越流部撤去)
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　第１段階（油圧くさび+大型ブレーカ）
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　第２段階 （制御発破+大型ブレーカ）
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　第３段階 （制御発破+大型ブレーカ）
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　第４段階 （制御発破+大型ブレーカ）
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　第１段階（油圧くさび+大型ブレーカ）
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　第２段階（油圧くさび+大型ブレーカ）
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　第３段階（制御発破+大型ブレーカ）
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　第４段階（制御発破+大型ブレーカ）
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　第３段階 （制御発破+大型ブレーカ）
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　第４段階 （制御発破+大型ブレーカ）
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　第１段階 （油圧くさび+大型ブレーカ）
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　第２段階 （油圧くさび+大型ブレーカ）
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　第１段階 （油圧くさび+大型ブレーカ）
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　第２段階 （油圧くさび+大型ブレーカ）
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　第３段階 （制御発破+大型ブレーカ）
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　第４段階 （制御発破+大型ブレーカ）
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　第１段階 （油圧くさび+大型ブレーカ）
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　第２段階 （制御発破+大型ブレーカ）
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　第３段階 （制御発破+大型ブレーカ）
50

40

30

20

10

　第４段階 （制御発破+大型ブレーカ）
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資料３－３ ダム撤去手順（案）
ケース1 ケース２ ケース３ ケース４ ケース５

項 目 左岸スリット 半川仮締切 案 右岸スリット 半川仮締切：ﾋﾟｱ先行撤去 右岸スリット 半川仮締切 案 右岸スリット 鋼製仮締切 案 全体スライス 鋼製仮締切 案( ) ( ) ( ) ( ) ( )
案

概 念 図

及 び

そ の 内 容

。澪筋の反対側である左岸側越流部を必 澪筋である右岸側越流部ブロックを考 澪筋である右岸側越流部を必要な幅で 澪筋である右岸側越流部を必要な幅で 越流部全体を水平に切下げていく

要な幅で河床部まで切欠いたスリットを 慮した必要な幅河床部まで撤去してい 河床部まで切欠いたスリットを設けてい 河床部まで切欠いたスリットを設けてい

設けていく。 く。 く。 く。

・ 左岸スリット： ・ 左岸放流口： ・ 左岸放流口： ・ 右岸スリット： ・ 越流部 スライスカット ：( )
油圧くさび＋大型ブレーカ 油圧くさび＋大型ブレーカ 油圧くさび＋大型ブレーカ 油圧くさび＋大型ブレーカ 油圧くさび＋大型ブレーカ

・ ピア、その他越流部： ・ ピア、その他越流部： ・ 右岸スリット： ・ 左岸スリット： ・ ピア部：

撤 去 工 法 制御発破＋大型ブレーカ 制御発破＋大型ブレーカ 油圧くさび＋大型ブレーカ 油圧くさび＋大型ブレーカ 制御発破＋大型ブレーカ

の組合せ。 の組合せ。 ・ ピア、その他越流部： ・ ピア部： の組合せ。

制御発破＋大型ブレーカ 制御発破＋大型ブレーカ

の組合せ。 の組合せ。

１．左岸側のスリット施工時は、仮締切 １．左岸側の貯水位低下用放流口の施工 １．左岸側の貯水位低下用放流口は、仮 水中での鋼製締切の設置・撤去が煩 １．水中での鋼製締切の設置・撤去１．

を含む施工に注意を要する。 時は、仮締切を含む施工に注意を要す 締切を含む施工に注意を要する。 雑。 が煩雑。

２．越流部撤去時は、貯水を貯めた状態 る。 ２．越流部撤去時は、左岸放流口により ２．撤去コンクリートの搬出に管理橋を ２．クレスト上の高所・狭所での作

、 ， 。施 工 性 であり、ピアの先行撤去が不可能であ ２．越流部撤去時は、ピアを先行して撤 貯水位を低下させた状態であるため、 利用することより、ピアを残す必要が 業が生じ 安全性 施工性に劣る

るため、越流部撤去によるピアの不安 去するため、ピアの不安定化は生じな 越流部撤去によるピアの不安定化に対 あるため、越流部撤去によるピア不安 ３．撤去コンクリートの搬出に管理

定化の対策が必要である。 い。 しては、ピアの先行撤去も可能。 定化の対策が必要。 橋を利用することより、ピアを残

す必要があるため、越流部撤去に

よるピア不安定化の対策が必要。

－５－



議事（４）土砂処理方針について

ダム撤去にあたって、河川環境への影響が最小限となるよう、ダム内の堆積土砂の除去

方法や除去量及び処理方法等を検討し、適切な土砂処理方針を策定する必要がある。

土砂処理方針策定の検討フローは、図４－１のとおり。

１ ダム撤去までに除去すべき土砂の除去方法及び処理方法（ 資料４－１」参照）「

対象土砂：泥土（シルト）とする。

（１）除去対象の土砂量と分布状況の把握

（２）除去工法（案）

（３）除去した土砂の処理方法（案）

２ 自然流下及び除去する土砂の処理方法（ 資料４－２」参照）「

対象土砂：砂及び礫とする。

（１）除去対象の土砂量と分布状況

（２）自然流下及び除去する土砂の検討

資料４

図４－１ 土砂処理方針の検討フロー

- 1 -

区分

砂 121,589 m3

礫 789,366 m3

ダム撤去までに除去すべき土砂の除去方法・処理方法

土砂処理方針策定

シルト

砂礫

156,643 m3

○除去対象の土砂量と分布状況の把握

○除去工法及び処理工法

○除去した土砂の処理方法
自然流下させる土砂

（２）　堆砂処理の整理　　　　　　　

（１）　ダム内堆積土砂の現状把握

（３）　堆砂の除去方法及び処理方法の検討

堆砂量

除去する土砂

　ダム撤去までに除去

　自然流下及び除去

河床変動解析による予測
（ダム撤去による土砂流下）



資料４－１ ダム撤去までに除去する土砂の除去方法及び処理方法

１ 除去対象の土砂量と分布状況

ダム内に堆積している泥土（シルト）は全量除去することとする。

なお、その堆積量及び分布状況は、表４－１－１のとおり

表４－１－１ 泥土（シルト）の土砂量 （平成１６年３月現在）

地 区 名 除去対象土砂量 分布状況

３① ダム直上流左岸 ３，００４ｍ

② 佐瀬野 ８２，８７８ｍ 図４－１－１３

３③ 百済来川 ７０，７６１ｍ

３合 計 １５６，６４３ｍ

２ 除去方法（案）

（１）除去の時期 ダム水位の低下時期（１月から２月）に除去する。

（２）施工方法 ダム水位を低下させ、陸上施工により掘削・搬出する。

（３）搬出ルート 必要に応じて仮設道路を設置し、国道及び県道を利用して

搬出する。

３ 処理方法（案）

除去した泥土（シルト）は河川外へ搬出するが、できる限り有効活用を行う。

（ ）図４－１－１ シルトの分布状況 泥土 シルト

砂

礫

－２－



資料４－２ 自然流下や除去する土砂の処理方法

（１）除去対象の土砂量と分布状況

自然流下及び除去する土砂量及び分布状況は、表４－２－１のとおり。

表４－２－１ 砂・礫の土砂量（平成１６年３月現在）

地区名 除去対象土砂量 分布状況

砂 礫

３ ３① ダム～佐瀬野 ２，８５８ｍ １０３，９７１ｍ

３ ３② 佐瀬野 ６３，０８２ｍ １５７，３０１ｍ

３ ３③ 百済来川 ０ｍ ７６，７１５ｍ

３ ３④ 葉木橋～与奈久 １０，３６０ｍ ７９，５５５ｍ

⑤ 与奈久の砂浜 ３，１６３ｍ ２３，６６８ｍ 図４－２－２３ ３

３ ３⑥ ～鎌瀬の鉄橋 ２６，１８６ｍ １７９，２１５ｍ

３ ３⑦ ～鎌瀬橋 １５，９３８ｍ ３２，３８１ｍ

３ ３⑧ ～瀬戸石ダム ０ｍ １３６，５６０ｍ

３ ３小 計 １２１，５８７ｍ ７８９，３６６ｍ

３９１０，９５３ｍ

（２）自然流下及び除去する土砂の検討

河床変動解析によるダム撤去手順（案）のケース毎に土砂流下予測を行い、除去す

る土砂について、除去量や処理方法等を検討する。

なお、自然流下及び除去する土砂の検討フローは図４－２－１のとおり。 図４－２－１ 自然流下及び除去する土砂の検討フロー

- ３ -



ダム～佐瀬野地区 佐瀬野地区
【平 面 図】 【平 面 図】

泥土

砂

礫

【横断図】 【横断図】

（ ）泥土 シルト

砂

礫

百済来川地区 与奈久の砂浜
【平面図】 【平面図】

【横断図】 【横断図】

（ ） （ ）泥土 シルト 泥土 シルト

砂 砂

礫 礫

図４－２－２（１） 除去対象土砂の分布状況

－４－
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鎌瀬の鉄橋とその上流部
【平面図】 【横断図】

泥土（シルト）

砂

礫

図４－２－２（２） 除去対象土砂の分布状況

－５－
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